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おおい町申し入れ 参考資料 新たに設定された２か所の汚染検査・除染場所について 

おおい町住民、綾部市・南丹市美山の住民の安全は守れない 

 2016.2.17 避難計画を案ずる関西連絡会 

 

【１】 綾部ＰＡ・あやべ球場について 

１．汚染検査所は「あやべ球場」ではなく「綾部市総合運動公園」。 

  12月 16日の「高浜地域の緊急時対策」が重要な場所名を間違っている。 

  綾部市は「あやべ球場」は使わないと明言。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２．総合運動公園内の体育館は、既に綾部市民約 640名の避難集合場所に設定されている 

混乱は必至。  （次頁表参照「綾部市原子力防災のしおり 20頁」より ） 

 

３．福井県・内閣府は昨年５月に、利用者は高浜町ＵＰＺとおおい町と説明。スペースは全

く足らない 

福井県・内閣府の綾部市への説明では、車 1,342台 

★しかし、想定されるのは： 

高浜町 2,800人、おおい町の一部 6,000人（名田庄

地区以外）、合計 8,800人が使用 

自家用車約 3,000 台(3 人乗車で計算)、駐車必要面

積は 60,000 ㎡≒甲子園グラウンド（13,000 ㎡）４

面以上（通路を考慮して） 

 ↓ 実態は 

球場周囲も併せて、300 台程度の駐車しかできない。 

   汚染検査場所として使用するのは、駐車場のみと綾部市は話している。 

 

４．高浜原発から 24.7 ㎞。ＵＰＺ内で検査。場所も狭すぎるため、30 ㎞圏内に長時間とど

まることになり、検査待ちでさらに被ばくの可能性 

 ・福井県職員が到着して検査準備が整うまでに既に大渋滞 

 ・場所が狭いため、検査は長時間 

   2014.8.31の福井県の原子力防災訓練では一人 4～5分かかっている。 

8,800×4分＝24日 ／ 3人乗車の自家用車ごとに代表のみの検査でも、8日かかる。 

検査を 8レーン想定で行っても丸三日、代表検査でも丸一日かかる。 

８車線の検査レーンを設置するスペースはどこにあるのか？ 
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５．除染スペース、除染水の処理方法、除染待機車両の駐車スペースはあるのか？ 

  人の検査・除染場所はあるのか？ 

 

６．出入りは狭いゲート 1か所のみ 

・上記の３千台の車両が出入りできるのは幅 5

～6ｍのゲート一カ所のみ（写真） 

狭いゲートがボトルネックとなり、渋滞をひ

き起こす。 

大型バスは、幅 2.5ｍ、左右に 50㎝の通行余

地を必要とし、対面通行には最低 7ｍ必要。 

 ・ＰＡゲートの南京錠はどこにいる誰が開ける

のか。 

 

７．綾部ＰＡ入口の渋滞が本線全体を止めてしまし大渋滞 

・舞鶴若狭自動車道は高浜・おおい方面からと京都府舞鶴市等の車が混在して南に向かう。 

どの様に誘導区分するのか。本線は一応二車線だが、汚染検査所への車両誘導が滞ると自   

動車道本線が止まる。こうなると舞鶴など京都府からの車両も避難できなくなる。 

車間距離 10ｍで自家用車 3,000台が並ぶと 30kmの距離となる 

・震度 5弱の地震が起きると、高速道路の点検完了まで道路閉鎖となる。点検にどれくらいの

時間が必要となるのか。 

 

８．施設管理者も避難元住民も説明を受

けていない 

1 月 9 日の時点で総合運動公園管理者

も避難元住民もこの施設が汚染検査所

に追加指定されたことを知らされてい

ない。綾部市担当者は今年度中に説明

の機会を設ける予定というが、避難計

画の有効性検証もないままの再稼働は

住民軽視も甚だしい。 

 

９．おおい町住民への説明は？ 

 

10．兵庫県の出迎えバスは、30㎞圏内ま

で来るのか？ 

 

 

綾部市 「原子力防災のしおり」20頁 
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【２】 美山長谷運動広場について 

 

１．長谷運動広場は、既に長

谷地区住民約 150 名の避難集

合場所に設定されている 

混乱は必至。 （右表参照「南

丹市原子力防災のしおり 19

頁」より ） 

 

２．避難道路は車両であふれ大渋滞  

・おおい町、とりわけ小浜市・若狭町の避難経路は大渋滞 

  国道 162→府道 12→国道 27→国道 9（「高浜地域の緊急時対応」69・70・71頁） 

・さらに、この道路は、南丹市美山地区住民の兵庫への避難道と重なる（同上 79頁） 

府道 12→国道 27→国道 9→国道 173となっており、丹南篠山口ＩＣから舞鶴若狭自動車道 

・小浜市民３万人・車１万台だけでも、車列は 120㎞（車間 10ｍとして） 

・重量制限９トンの萱野橋を渡るが、避難計画で想定されている大型バス等は無理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原発なしで暮らしたい丹波の会等のチラシより 
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３．福井県・内閣府は昨年８月に、利用者はおおい町と説明。スペースは全く足らない 

福井県・内閣府の南丹市への説明では、車 426台 グラウンドも含めて使用。 

★しかし、想定されるのは：名田庄地区住民だけではない。 

「高浜地域の緊急時対応」の避難ルートから想定すれば、小浜市と若狭町の住民もこの場所

を使うことになる。 

おおい町名田庄地区の約 2,500＋小浜市の 30,763人＋若狭町の 4,020人 

合計で約 37,000人が使用すると想定される。車 12,300台以上 

駐車必要面積は 240,000㎡以上（通路考慮）≒甲子園グラウンド（13,000 ㎡）18面以上 

    ↓ 実態は 

   長谷運動広場では、スペースは全く足らない 

    管理棟駐車場は２０台分 

運動広場全体で 50,000 ㎡の敷地 

 

４．唯一の屋内施設である管理棟は狭すぎて、人の検査・除

染はできない 

 

５．県職員よりも避難住民が先に到着、路上待機なら道路が

埋まる 

・85人もの職員は嶺南から出せない。福井の北部から来る場

合、スクリーニング・除染の準備が整うまで、おおい町からの避難車は、広場に入れない。

相当の渋滞が予想される。 

 ・広場の入り口は大変狭く、それだけでも渋滞が予想。美山町住民の避難もできなくなる。 

 

６．高浜原発から 27.1 ㎞。ＵＰＺ内で検査。場所も狭すぎるため、30 ㎞圏内に長時間とど

まることになり、検査待ちでさらに被ばくの可能性 

 

７．汚染された車はこの広場で保管することになっている。 

 ・広場の近くには民家が多い。 

・広場は低地にあり、すぐそばを由良川が流れており、川 

 が汚染される可能性もあると、地元の人は心配している。 

・除染の方法、汚染水の処理など具体的なことは決まって 

いない 

 

 

 

 

７．南丹市は、区長に説明しただけ（国等が説明）。住

民の同意は得られていない。 

 

８．おおい町住民への説明は？ 

 

９．兵庫県の出迎えバスは、30㎞圏内まで来るのか？ 

 

 


